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鋸 糖尿病性腎症と尿中カルかウム排溜観
(lL-l畑伸!与二言一十'

千葉 泰17-(新潟東軍こ第-内科う
佃 ･L宣パ′右卜里 -:L-日

払息排湛巌と血尿が予糖尿病性腎症と関係があるかを

瞭討した.く対褒こノ外来のN旧DM患者193名U)夜間

尿256検体で,尿路感染のある獲)齢ヲばか卜クレアチニン

がiJをこえるものは除外Lた,Ci3排胆濠はm蔽二軌′!威二rEう
で算出しチ糖尿病性腎症約程度は尿中アルブミン緋離農

圧沈下AE詑fg鰐l′ノ血豆扇で豪したAく結果)(真二)糖尿病群臼DM

群)と正常群でのC/a妾ぎ紺敷巌は,平均±SEが闇も0至7湖

と9射6±挽2であり予mM群で高値であ-)た(pく0.0日.

正常上限ほ且Om蛋/窟CFe-正常欝の平均±2Sij)を超え

るものはDM群で36%を占めた書②さ吊こ持M群で

は,AE段のno㌻mo群と雨cm群で予Ca緋推量が

正常群に比し有為に高く,macm群では有意差はなかっ

㍗.∴てJ半畑 八卜二lJ,LT丹∴ 上目上畑t上_∴:.畔廿;.･L
㌔:･T..≡.
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紬泡増姉巨大汗研究部門部長

由 H 建先J蔓

第5帥1内分泌代謝閲好盈

日 時 十八IJ;卜21･1-日ト 巨

資 場 ホテル新潟

).一 般 譲 謂

旦)偶然に発見された褐色細胞腫の旦例
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(新潟市民病院内科)

症例:67才予東▲性色主訴:左側嬢部′-左贋背部痛.既

経歴:63才,高血圧.左網膜剥離*家族歴:兄が糖尿病夕

現病歴:且粥9年u月3t]頃より左勝j腹部-左腔背部鈍

痛出現.i持葺は日当院内科受診中腹部ユニ1---にて右腎の

土二万に低エこ1-型随感を指摘された.且息月22日当院内科

入院｡時折,発作性の血圧上界が認めに凍た.眼底:右,

1川･LlTl.工 11＼＼■llil∴1豆川;′l〉Ⅰ､:阜町冊珊丑町甘

CTや血管造影:右腎の_打棒に腫癖が認めにjわた.内分

泌学的換変:尿中VMAは軽度噌讃粧 ノルアドレナリ

ンは尿中,血r~机二転著明に噌鉱 狛レカニty刺激試験:

著明才に甜菜三上界が認めどっれ,澄たヲ嘉訴と間接の痛みが

甘tL‖十.iJ.三十一,損色粧根神､1-予断.:■∴ll:lt)tl:喜

受診した際,俄然に褐色細胞腫が発E邑された｡クルカ二才

ソ試験略に主訴と同様g)痛みが誘発されたことかLl',こ

の痛みは褐色細胞魔とは反対側であったが,膿藤との関

係が示唆された.

2)掠発煙副明太腺機能瓦進猛遷漫例の瞥真真珠的
検討
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当院では88年3jmこ血清C級値の正常値を設定しな

おして以発声表il準3状腺槻能先進症の発見が急増した｡今

回は過去損年間に病理組織学的に確認しえたM例につい

管,主に凍症の発見及び診断について観討Lた｡

弟夕中州エソダたして蔵に言息血症が数常であること

ばい∴r/立.;'=;工 血浴(lこ1畑‖i仁 上 i侶iti;＼1,トー高

値にて発施された症例転あを'3,血清ALP屯還費な手
がかりと思われた,
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存在確定診断とLての血清 PT招 測定 は,測定法の

進歩による感度 奄精度の向真二により%rmそ㌘歯NcAMP

昌 1-.Ll亘.:十 行照J十j･守 ≡∴ユ~_.

局在診断法ではチ小さも干瞳痴澄たぼ殿所性の臆癌では

99mTc--mlT巨をすり-畑､ラタシ三才ンシソ予,静脈血サ ンプ リ

ングが着席侵二思われたK静賂融-サンプ …)ソグは鶴細 荊j像

診断法に比 して今その後輩挽き手技,準j定等に問題点は

サブ トラ･アシ-マンシンチとならんで蚤費と思われた.

釦 Ⅷ N-王型 2例の副甲状腺機能 元 進症

吉 日 浩 一･iL再 圧車
中山 倫予感佐藤 牽示
筒井 -一哉 (纂孟 宗 造 詣 夕 叩 【 )

鋳床 正流砂角昭 弘 ( 閲 病 理 )

/(一帖 1Lrt､r日1iL<日日知日(行いHlt.･ト ト ン:卜 二十 1 斗 巨 ･.

副甲状腺機能先進症を禽併Lた ME N - 音 型 を 2 例 を 経

験 しました"症例鼓は服歳,象-性4 5 .5 1 年 Z E S , 副

甲状腺機能先進症鮎併発しき扇押 紙 腺 切 除 術 亨 腎 全 摘 施

(∴ 再∴ 鉦 を-,'し治._rL招.E..訂享膏 j､ l∴ ∴ 畑 11li.LL宜 諜 冊

甲状腺機能文選痘啓発にて戦争鰍 胸 腺 肉 o T) 熟 所 性 副 だ嘗j

状腺を左がう胸腺と基に切除.組織 所 見 は 腺 腫 あ る い は ,

下垂体腫慶のプuブタチ]-VCF) 診 断 a 腎 全 摘 , 空 腸 置

換i圧 苫 宮折損輔f頼廿 十 ! ;( ､ 日 / ､. i l:汗 車

/TLl宜 11.1十(日日再､l丁目廿 日 ノ汗 1日 こ い 11 1 -pl､Ⅰ 日 .油 Ii.

にて入院.精葱の結果表汀甲状腺 機 能 先 進 症 . 甲 状 腺 匿 ド

章 モ神目1二線十′拙;;-.7.射略L;:-i.蝶 酢 '章 帖 ＼ 廿 二N I H.頼 -.

発症する副甲状腺機能先進症 の 見 ク リ - エ ソ グ は テ 年 1

回程度の高 Ca血祭,高 P T 細 野 性 C - A M P の 増 加 ,

高 C且性代謝性アシト-シ ス の 証 明 等 が 有 用 で , 胸 腺 上

複の切除を含めた離隔内の 検 索 の 必 要 性 を 示 唆 す る 症 例

であった,

射 自己免疫陵 甲状腺 疾 患 患 者 の 助 章 前 後 に

おけ る甲状腺 機 能 a ) 検 討

ロ ト 直 Jpl･ E情 .Li.j 王 明

山川 能太 助 斉 藤 秀 ( 県 立 中 東 病 院 内 科 )

当科外来で経験 Lた だ頚 己 免 疫 性 甲 状 腺 疾 患 瑚 H r産 例 の

実態UJついて報告 し た ▲ ( 対 象 〉 酵 年 1 年 間 に 出 産 し た

･＼･三･_卜.丹jTl'札 慢 性 !巨 冊 畑 上 目 町 結 皇 ･ 軒 畠出 札

治療中職症例は9例 で あ っ た 血 妊 娠 初 期 に 甲 状 腺 機 能 低

下 していた1例で漁 度 し 緑 豊 か は き 妊 娠 転 帰 は 良 好 で あ っ

た.出産前後で甲状腺機能が安定 Lていたのほ 5瓢 彊

産後 --適性甲状腺中毒症 を隼 もノた症例は 碩例で破壊梢甲

t/?rjT言■十'･JJゝ.＼lt､=十 十(I.日.十 丁川 l∴ ;､､≧~十 ､､

症例で 私有意の変動 を しめ ざなか-}た斗治療途中で妊娠

L経過中に治療薬t7n)威厳,中 量Lをむた症例に出産後の甲

状腺中毒症を多く認め予寛解斯 澄たは維持 鼠となる藷で

避妊指導が)徹底が必饗 と思われた

鮪 当己:‡yru 服用中の授乳は 魂例中 3例で不可 とされ

ていた 授乳U錘了否について施設間の見解の統一が望ま

しい

5 う 中 級 脂 絡 醗 卜 等j ダ リ セ ラ イ ド 撒 監 T う

著 効 の 蓬 型 高 鳴 び 試 液

斎 藤 康 砂 白 井 厚 治

Eを潜 葦 尚 げ ･葵 大 学 第 二 内 科 )

高 力 付 了 ミ ク ー7 ソ 血 症 は 時 に 終 発 に よ る 強 い 腹 痛 を 伴

う こ ,yd が 知 ド ニき れ て い る 小 二 の 解 毒郵 こ ぼ 県 jミ 蚤 白 り ノ ミ - ゼ

( L ㍗ L ) 欠 損 症 や T ポ 嚢 Uf 遷 C ｣ 音 盤 損 露 三 が 知 ら れ て い る .

こ れ ㌃ 吊 こ か 悶 え て 私 共 は L m J 機 能 艶 常 に よ り 発 生 す る

こ と を 報 然 し て き た キ 症 例 は 里 射 影 の 豪 - 把 で 中 性 脂 肪 U ) L

＼十 ~ 守 t I - 押 上 1 ∴ ･ 阜 こ て ' -∴ } , 【 ｣ 隼 =～丹 青:言 号 ∴

わ な か - ) た が 抗 Id m d 抗 体 に 反 応 す る 糞 だ 頚 は 存 在 L / 管

い た . ま た 亨 活 性 中 心 は 保 撞 L て い た , こ の こ と か ら 泰

症 は L P L の 基 質 認 識 鞄 常 症 と 診 断 L / た 血 こ の L d 蔓J L

は M こ こyr を 含 む Ej ポ 蛋 畠 ト リ ダ リ セ ラ で ド を 分 解 で き

る こ と が わ か り 患 者 に M C fr を 投 写 - し た と こ 現 紬 率 卜

13 ダ リ セ ラ イ ド は ほ ぼ 正 常 化 で き た な

6 ) 当 院 の 最 近 十 年 間 に お け る 内 分 泌 代 謝 疾 患

の 概 要

-- 血 清 竃 解 質 異 常 を 中 心 と し て -

崖 山 盛 狸 曲 塗 垣 浩 絹 捌 療 中 央 病 院 内 率 射

屋 山 菜 鉱 8 金 沢 光 男 ( 同 列 耳 目

高 峰 利 充 ( 同 泌 尿 器 科 )

1 9 8 0 年 招 弓 か ら 且 9 9 0 年 2 月 に 糾 す て 9 対 象 人 肌 0 万

の 小 都 市 鵜 一 般 病 院 で 体 験 L え た 内 分 泌 代 謝 疾 患 の う ち

興 味 あ る 2 3 例 に つ い て 吾 郎 宵 電 解 質 瓢 常 を 車 む に 窯 と め

た 書 内 訳 は , 高 N a 血 症 腰 濃 体 陣 痛 毒,こ よ る 二 次 性 前

葉 機 能 低 下 症 , 尿 崩 私 巧 磯 性 高 N a ぬ 私 高 浸 透 圧

性 非 ケ ト ン 軌 俸 陵 ) 3 例 , 低 N a 融 痘 ( プ ロ ラ ク チ ン

産 生 腰 痛 , 慢 性 甲 状 腺 救 う 2 鍬 低 K 康 R 症 ( 原 発 性 プ ル

ド ス ケ ｡ ソ 症 , ク ッ シ ン グ 症 候 群 , 尿 細 管 輸 送 殿 常 症 -
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